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これからの時代をどう生きるか

テクノロジーの進化、グルーバル化、超高齢化といった変化が日本を含む
世界各国の社会や経済を揺さぶり、これからの時代はますます複雑で不確実
性の高い時代になっていくと言われています。社会環境が絶え間なく変化し
ていく中では、これまで一般的とされてきた就業の形式や職業知識は、過
去を映したステレオタイプに過ぎません。日本でも、高度成長期にできあが
った終身雇用制が崩れつつあり、転職が一般化してきています。また、コン
ピューターや人工知能等の科学技術の発展に伴い、今後 10年、20年の間
になくなると予想されている職業や仕事がある一方で、今までにはなかった
職業が次々と生まれています。個人個人の価値観も多様化し、もはや過去の
誰かに有効だったキャリアの道筋や人生の選択は、今の私たちにも有効とは
限りません。

変化が激しい時代だからこそ、学生には、産官学民、文理、グローバル・
ローカルといった既存の枠にとらわれず、柔軟にキャリアを考えてほしい
──そのような考えのもと、東京大学教養学部附属教養教育高度化機構が開
講している学部 1、2年生向けのキャリア授業が、本書のもととなる「教養
学部生のためのキャリア教室：これからの時代をどう生きるか」（以下、キ
ャリア教室という）です。
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 変化が激しい時代だからこそ、基盤となる教養を 
─レイト・スペシャリゼーション

日本の多くの大学では入学時に学生が所属する専門学部・学科が決まって
います。一方で、東京大学に入学した学生は、全員がまず教養学部前期課程
学生（1、2年生）として、狭い専門性にとらわれず、文理を横断する広い
知的視野の獲得を目指すリベラルアーツ教育を受けた後、後期課程（3、4
年生）における自分の進むべき専門分野の学部・学科などを選択します（進
学選択制度 1）。 この方式は「レイト・スペシャリゼーション（late specializa-
tion: 遅い専門化）」として、東京大学の大きな特徴のひとつとなっています。

変化が乏しく安定した社会では、効率的な知の分業という観点から、早く
から専門領域に特化して学ぶことに一定の合理性があります。しかしながら、
複雑で不確実性の高い社会においては、細分化された学問分野の特化した専
門知識・スキルだけでなく、物事を多面的に、また俯瞰的にとらえ、既存の
枠にとらわれずに発想していくことが求められます。そうした自由な発想を
可能にするものは、結局のところ、断片的な既知の事物や事象を互いに関係
づけ、新たな関係性を見出す力であり、またその基盤となる、知の奥行きや
広がりなのではないでしょうか。東京大学の「レイト・スペシャリゼーショ
ン」は、分野を超えて学び、視野を広げた結果として、学生が主体的に専門
分野を選択できるようにするためのシステムなのです。

東大生だって悩んでる

せっかく「レイト・スペシャリゼーション」のシステムがあっても、単に

1. 学生本人の希望と前期課程の成績（1～ 2年生の途中まで）、一部で志望理由や面接によって
3年生で進学する専門学部・学科が決まる。以前は「進学振分け」 （通称「進振り」）と呼ばれ
る制度だったが、2017（平成 29）年度進学者から現行の「進学選択」制度が適用されている。
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難易度が高いところ＝目指すべき分野だとか、良い成績を取るために高い点
が取りやすい科目だけを選択するとか、そうした理由で学生が学修する科目
や進路（学部・学科）を選んでしまっていては意味がありません。そこで東
京大学教養学部では「アーリー・エクスポージャー（Early Exposure: 早い段
階で多様な専門知に接すること）」にも力をいれています。本書のもととな
っているキャリア教室も、そうしたアーリー・エクスポージャーの一貫とし
て開講している科目群のひとつで、授業では、国内外で活躍する各界の方を
ゲストスピーカーに迎え、それぞれのキャリアや、これからの時代をどう生
きるかについてのご自身の考え方などを語っていただいています。

キャリア教室では、受講者の多くが進学選択前の 1年生ということから
「どのように学部や職業を選択したのか？」や「大学の学部で学んだことが
仕事にどう生かされていくのかを知りたい」といったことに質問が集中しま
す。この背景には、「大学での学びは、将来の進路に即して着実に設計する
べきなのではないか」という学生の悩みが隠れています。しかしながら、自
分の興味、適性、能力、周囲の環境などを合理的に分析すれば、目指すべき
最終ゴールやそこへ至るステップアップの道筋が明確になるのでしょうか。
そのための方法を教えることが、私たち教員がすべきキャリア教育なのでし
ょうか。私たちは「そうではない」と考えています。もちろん、キャリアの
計画を立てることそのものを否定しているわけではありません。ただ、18、
19歳の時点での学部選択によって将来が決まるわけでもなければ、「就職」
が大学生活のただひとつのゴールというわけでもありません。

あるべき姿が見えないと悩む学生に、先輩方はどのように選択し学び続け
ているのか、その等身大のケーススタディをできるだけ多く知ってもらいた
い──それが私たちがキャリア教室に込めた思いです。
「キャリア教室」という授業名から、ある種の「答え」を期待してガイダ

ンスに参加した東大生に、「この授業の目的は『答え』を示すことではあり
ません」とはっきりと告げています。その上で、多様なキャリアに触れるこ
とが、主体的な学修の一助となることを期待した授業であると伝えています。
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自分のキャリアは自分のもの 
─さあ、一歩を踏み出そう！

どのようなキャリアを選び、歩んでいくかは人それぞれです。そこに決め
られた「正解」などありません。だからこそ、授業では、できる限り多様な
キャリアの築き方に対する考え方やものの見方を提示できるよう、既存の枠
にとらわれずに様々な領域で活躍されている方々にご登壇いただきました。
本書は、そうした 2015年度から 2017年度の 3年間の講義の中から、13
名の講師を選び、キャリアとの向き合い方に関するメッセージ別に 4章に
分けて構成しています。登場する 13名の先輩のそれぞれのキャリアの築き
方は、好きなことをとことん追求する、大組織の強みを生かす、悩みながら
試行錯誤する、など多岐に渡っています。各界の（ともすれば一風変わった
経歴を持った）13名による多様なキャリア談義は、「そんな選択肢もあるの
か」と、キャリアについて柔軟で豊かなイメージをもたらしてくれるはずで
す。 

また本書を読み進めていくと、13名の皆さんそれぞれがキャリアを築い
ていく中で、予測不可能な出来事を含む様々な変化に対して、それぞれの方
法で柔軟に対応されていることが分かります。そこから、近視眼的なとらわ
れから自由になるための、今日的な「教養」の在り方が見えてくる──それ
が本書に通底する重要なテーマとなっています。

本書が、高校や大学でキャリア教育に携わる方々だけでなく、高校生や大
学生が「大学受験」の先にあるものについて考え、主体的に自分の人生を生
きるための一歩を踏み出すヒントになれば幸いです。
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「他人の考えに溺れるあまり、自分の中の声がかき消されては
いけない。何より大事なのは、自分の心と直感に従う勇気を持
つこと。心や直感は、自分が本当は何をしたいのかを既に知っ
ているはず。ほかのことは二の次で構わない」

（スティーブ・ジョブズ、スタンフォード大学卒業式でのゲス
トスピーチより、2005 年） 

Ⅰ「好き」をとことん
追いかける
─ビビっときたら突き進もう
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好きなことを仕事にできたらいいけれど、人生そんなに甘くない。
と感じている方は少なくないのではないでしょうか。本章では、自
分の中の「声」や「直感」を信じて、好きなことを仕事にするため
に努力を重ねてきた先輩方のお話をまとめています。

ハーバード大学で物理学を学び、楽天株式会社で最年少の執行役
員として活躍されている北川拓也氏は、これまでにどのようなこと
を考えてキャリアを切り拓いてきたかについて語ってくださいまし
た。「とにかく人生を楽しむ」ために努力を惜しまない北川氏のお
話に、多くの学生が感化されていました。

研究者としての道を邁進されている安藤康伸氏は、研究室でひた
すら実験をしているというイメージを持たれがちな研究者が実際に
はどのようなことをしているのか、ご自身の体験も交えて教えてく
ださいました。「自分が満足できない仕事は人を満足させられない」
と言う安藤氏の言葉に、学生も考えさせられていました。

丸幸弘氏は、博士課程在学中に学生だけで株式会社リバネスを設
立され、数々のベンチャー企業の立ち上げに精力的に携わられてい
ます。「自分に合った何かを探すには、目標をつくって必ず全力で
やらなきゃいけない」と熱くお話しくださった丸氏の言葉に、学生
も勇気付けられていました。

思春期を米国で過ごしてきた筆者（中村）は、どのように海外で
化学に惹かれ、教育と研究の両者に従事できるアカデミアの仕事に
めぐり会ったのかについてご紹介しました。「自分のアイデアをイ
ンプットすることで変化をもたらせる環境へ行って活躍してほし
い」というメッセージに、学生も興味を持って耳を傾けてくれてい
ました。

自分が何を好きなのか、何をしている時にやりがいを感じるのか。
その答えは、ほかの誰でもなく自分にしかわかりません。「これだ」
と思った道を突き進んでいる 4人のお話を参考に、皆さんにも自分
の「好き」と向き合ってみてほしいと思います。（中村 優希）



CHAPTERⅠ 「好き」をとことん追いかける

3

PROFILE　ハーバード大学を卒業後、同大学院物理学科で博士課程
を修了し、理論物理学者として 20本以上の論文を出版。楽天株式会
社でデータサイエンスの組織を立ち上げ、現在 CDO（チーフデータ
オフィサー）としてグループ全体のデータ戦略と実行を担い、インド
やアメリカを含む海外拠点の組織も統括。データ基盤作りや科学的な
理解に基づく顧客体験の提供、データによるビジネスイノベーション
などを推進している。

楽天株式会社 執行役員（講演当時）／
CDO（チーフデータオフィサー）／
グローバルデータ統括部 ディレクター

北川 拓也
Takuya KITAGAWA

2016.10.14 LECTURE

とにかく人生を楽しもう、
 学びは後からついてくる
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研究者を経て企業の執行役員をしています

僕の自己紹介をさせてもらいます。僕は関西の出身で灘中、灘高を卒業後、
ハーバード大学に入って物理学を専攻していました。その後は理論物理をや
って量子コンピューターに関する論文をたくさん書いていました。僕は理論
家だったので、理論で「こんな世界があるよ」と提案し、それを別の人が、
その世界を実験を通じて証明するという流れです。そういった論文が、『ネ
イチャー』とか『サイエンス』という国際学術雑誌に載りました。その後、
もともとビジネスの分野に入るつもりはまったくなかったのですが、楽天に
入社することになって、今は執行役員をやらせてもらっています。CDO（チ
ーフデータオフィサー）といって全社のデータの責任者として、特に「EC

（電子商取引）カンパニー」といわれるインターネットショッピングなどを
担当している部門でデータ戦略を推進しています。

「学ぶ」とは、自分の行動が変容すること

今日お話をするにあたり、このキャリア講座の中で何を学んで帰ったら皆
さんにとって最も価値があるのかと考えていました。僕も大学院に行って博
士課程まで修めているので、学ぶとはどういうことなのかを考えた時期があ
ります。最終的に行き着いたのが、学ぶということは「自分の行動が変容す
ることである」ということです。皆さんの行動が変わらなかったら、その学
びはまったく役に立ちません。皆さんが意思決定を変えたり、生き方を変え
たり、問題の解き方を変えてみたり、それまでのやり方を変えることで初め
て行動は変わるものです。

ただ人間とは頑固なものなので、特に年をとると自分の意思決定の仕方や
考え方はあまり変わらなくなってきます。ですから脳髄反射的に、感情的な
レベルで感じ方を変えなければ学びにはつながらない。つまり自分の行動が
変わるということは、何かが起こった時にそれに対する感じ方が変わるとい
うことです。それこそが学びだと思います。


